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「いじめ環境」へのケアに関する考察

一「虐待環境としてのいじめ」の視点から一一

鈴木庸裕（生活指導論）

至．問題の簸在

　9蓼年代に入ってからのいじめによる子どもたち

の§殺や神戸の小学生殺害事簿、そしてあいつぐ

中学生のナイフ1こよる殺｛寡事件など、「アし・る」

ヂキレる」子どもたちへの麟慈は、大人の灘の園

惑に終始し、一様にしてその漂露の解瞬よりも早

急の麟錘に追われている。とむわけ黒磯毒で欝98

年i月に起こったナイフ事件は全蟹の諸学校1こ

「文藻大臣緊急アピール（子どもたちへ）～ナイ

フを学校に持ち込むな～、～命の重さを知ってほ

しい～平成欝奪3月欝濤、文部大疑簿馨信孝」を

逓難せしめた。　こうした逓餐翼ま「いじめ撲1戴キャ

ンペーン」の際、隅棟に文部大臣名で灘されたも

のに続くもので、「（前酪）君たちに訴える。ナイ

フを持ち歩くのはもうやめようα学校に持ってく

るのはやけてほしい。君たちが覆るく前を霧いて

行動してくれることを、燐に顯っている（後酪擁

というものであった。

　当褥異鑓とも言えるこうしたアピールはもはや

子どもたちの「こころ」にはとどかない文書になっ

てしまっている。学校・大人を介した言葉や文書

iっで子どもたちの行動や感精が左右できる時代

ではない。こうした対慈において著しく欠けてい

るのは、行為の燦麟と大人の顯いがある子ども懸

人の糞妊やiっの行動競範のみを講象にし、問題

を人々が意識達するために必要な環境の分析、纒

入と懸人、鰹人と集羅を橋濃しする礫境（娃会的

文脈を含む）の明示がなされていない点である。

　汽、ビめ」についてこれまでにもさまざまな定

義がなされてきたが、「いじめ環境」に関する定

義は今もって不完全である。警察庁のいじめ定義

は「単独または複数で、単独あるいは複数の特定

の人に女噛して、体に渇する鞍1理的竣！撃、言語によ

る脅し、いやがらせ、仲間はずれ．、無援などの，£、

運的圧迫を授復継続して癒えることによ辱苦痛を

与えること」であると、強者から弱者への擁蓬と

いう集毯スケールをその特籔としている¢一方、

「権利経書」の観点から糠圧や編晃、差劉などの

「構造的暴力韮郵異質撰陰雲として定義づけがなさ

れている。しかしいずれもいじめの行為に着§し

たスタンダードの定義であり、礫箋への迫り方に

不十分さがある。そこでいじめ環境毒こついて論じ

ていく、とで、新鐵健二氏の次の定義から考えてみ

る。

　「いじめとは、擾数の行為者が繕らかの擁蓬さ

れた動機をもっていて、ある懸人を遠ざけ、見下

すのは正当だとの心理から、その懸人を身体的あ

るいは繕神的に攻撃して、人権を侵し、ひいては

人路上の心の傷を負わせる行為である。」蟻

　いじめの擁害者が侮らかの「擁涯された動機」

をもつ（もたざるをえない）ときの覆境、そして

箆下し背為の既当」髭が発生する礫境、心的外

傷におよぶまでの環境、といくっかの文簾化を通

じて環境という藏から検討する必要がある。属様

に、いじめや不登校などその繋纏について多様な

見解があるにもかかわらず、かといって共通に存

在する簡題、つまりそうした問題が起こる背景に

ついて、教齊学的あるいは心運学的解毅には靉靆

が残されている。それは、娃会分観の視点（新嚢

藤主義、能力主義、受験競争、消費文化問題など）

と現実を示す縫大分辮（ストレスフル、養育、生

育歴など）の定義との闘にもうiつ、礫境の定義

を飼殺しなければならないからである1㌔ケアの

実態について治療的モデルや管理的モデル（鶏題

擁麟モデル）の域を越えない現状において、問題
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とする捲標の成立に着§し一定の環境に奏重する兎

醸モデル、要するに予隣的モデルの鱒発に資する

定義が必要となる。それは現代の子どもたちがす

でに不遜燐な生活状態に置かれているという認識

をもとに識発しなくてはならないことと、その状

態を分耕するストラテジーを縫発すること、そし

てなによりもケアの異体化を教育聾さ蓬・医療・

蕪羅等の専醗職および地域毒民の手によるケアプ

ランとして策定していくためにほカ》ならない。

　侮をもっていじめというのか。どんな尺度でい

じめというのかについて、本論の欝的は、その捲

籐の持ち方によってこの捲榛を明経にする鰹に見

るべき環境という問題に関するカテゴ嘆一の購造

を礎起することにある。これは後遽するように奮

闘家主義の総懸とも麗わって、教蕎においてケア

を考える場合の有効性と鰻翼、そして医療や保健、

福縫領域でのケアのもつ開題点やそれに端する内

発的発展と燐む結ぶ際の教畜（成長発達、嚢ε実

現、§立）の撹点の発露に寄与するものである。

なお、教育におけるケアの意鎌海容（教育的ケア

機念の瞬荏）を瞬らかにする上で、これはすでに

著した「教育的ケアをめぐる予旛的考察一プ欝欝一

グー新たな教欝実践への素描聲につづく本論部

分として執筆したものであ鰍教費的ケアの擬点

から解ける襲題と課題を残す翼題を購らかにしつ

つ教鷺的ケアの構造化に請けた醗1究の一至藁である。

主にここでは虐待礫境としてのいじめの問題から

遷ることにする。

貰．虐待紡建硬究の授点跡ら

葉、A擁s琶と醗31暫琶叙醗奪継

　子どもへの趨待については古くから認識されて

きているが、ケアの輯象としては欝62奪にアメ1タ

カの小i絶科麩iケンプの鞍告に覧られる「打撲髭症

候騨」（鍛打された子どもに晃られる瘍転i群）

（む農猛ere羅。類纏sy登庸。灘ε〉からはじまる。そ

こでは打ち身や外的な傷が大入（鰻）の愚夫では

欝鱒奪6鐸

なく、故意に与えたものが少なくないという鞍告

であった。こうした事1麺の報告が急増する中で、

簿年代にはい鯵不適雅な養畜や養育の怠慢、放置

といったネグレクト、あるいは梅理的暴力をとも

なわないまでも心理的な露待、そして性的磁待な

どが子ども露待として考えられるようになった。

こうした経緯の中で明らかなことは鍛打されたこ

とによる子どもの心的な症献から謹待そのものが

発生する状濁と予防・防生（霧垂境）に§ξ1∫むが移行

している点である。現在、磁待やネグレクトの上

盤機念として盤＆墨t艶艶鶏膿も「不適舞な麗わり」

が縫われるように慧っているα醗我墨は悪い、不完

全（i獺脚藝ect）であむ酷綾するという意妹もあ

るが、ある藍三常・遮i燐な状態になる尋能牲を含む

ことから広範な内容をもつむその点で＆雛鍵の上

位綴念となるにふさわしいといえる。

　震待防藍醗究において当鋳、ヂ蒼撰狸緩緩群」

についてケンプは「通常、霧、肇親（霧権者一燐

購書〉によって深亥彗な身体的露待を受けた幼い子

どもたちの臨床的状溌を特1鑞づけているために、

私たちが繕いる曙語である。敏財線科緩、整形外

科医、小髭科医ソーシャルワーカーによって、そ

の状態は　認知されない外傷とも響ばれてきた。

それは子ども難の慧害や死亡の重大な原遜となる

が、残念なことに認知されないことが多く、たと

え診懸されたとしても医鐸がそのケースを適燐な

機縫に通報することをためらったりして十分な繋

慈が為されていない」i詣と旛擁している。外傷に

蕗重する鰻の壽垂絹の不寝然さというような臨籏の所

見と親からの実態話との大きなズレに診織上の鷲

籔があらわれているのである。このような子ども

の震待をめぐる機念の変｛繧よつねに震待という

得為が生み餓される大機理解のポナスティックな

人々の蝿露に起難している。

　アビューズとは、今露「虐待」として嚢本語の

定訳となっているが、「アブ（諭擁「ユーズ

徳se擁に分割でき、いわばアブノーマルな整い

方二醜購という念珠を持つ。臨魏にはラテン藷

の接頭毒辛として婁rG難という意弩表があることから

蕉常から距離があるとなる。しかも、決して異常
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なものではなく「正しくない縫い方童葺1というこ

とが本来的な意味だといえる。虚墨継＆雛s8とは

子どもの虐待と直接談すよりも「子どもの議購」

として霜野を拡げた解毅が望ましい㌔

＊虐待の臨探醗究において、その縫に母性薦

鬱症灘（獄a確認蜘癬at重G盤sy曲。鱒

　家庭で適｛露な（自然な〉養育がなされない

　ために身体発育不農や精禅発達の遅れ、表

構の乏しさ一罪器質的成長薩害（猟）FT）

　などとの関連もあるσ霧子∫む申のような子

　どもの殺害、貌1尾癖さぶむ疲鍛i群（s難a巌8費

駿轡s響虚ro醐）、代遅1こよるミ講ンヒハ

　ウゼン緩緩群という母霧が病気でない子に

　診察や治療を受けさせるために病続をめぐ

　り歩く状態などがある。

　さて、子どもの裁霧（濫溺）とは、大人の関わ

り方の説繕である。r薬犠蹴絹」　という渡i無毒と隅

棟、好ましくない薬麹の綾羅ないし遍羅な綾絹と

いう誓い方に難してみると、大人が子どもに関わ

るときに誤った麗わ鯵方がある。その時、侮にこ

そ敏礎して纏わるのかといえぼ、子どもの要求や

欲求である。

　虐待とは子どもの要求や欲求に根ざすのではな

く大人の欲求や要求に基づいて子どもに関わるこ

とであると躍解すべきである。ε大人が子どもと

の関係を子どものために使うのではなく、大人嚢

身のために獲iっている状溌」と定義できる確’。

　こうしたことは露徳の予紡や早難発見、治療に

ウエイトをかけていく場合、擁えばケンプらがコ

欝ラド州で防慮センターを立ち上げた72葬以降、

全米的な羅織ε子ども虐待・ネグレクトの全米対

策センター（馨段も鼓）登a至Ce嚢もero簸C｝嚢茎（墨Aも讐se

呂磁醗癖8ct／属CCA翼）が連都機碁§に設謬され、

発冤予防・治療のための虐待跡翫プ召グラムづく

りに着手されるようになってから、総懸a撫se

から　C蓋i離農むt聡e農猟量轟εぎ鎗就という示し方蓬こ

推移していることからも認めることができる1マ1。

鍛打や性的いやがらせの範遜からネグレクトまで

の範垂璽毒こ蓉§されるようになったことは、ある

「不遜窮な状態におかれている」という鍵懸を包

含することによるG

　この定義の拡張慧、被会的踏懸の鬱症乾（貧露

屡）や竣撃的な衝動がためらいもなく鐵てしまう

性格の構造的な欠陥として、当人の姓賂形成史一

嚢分の霧から受けた虐待の反復譲に鰐してのアン

チテーゼを活発化させることにもなる1㌦

　いま、ここまで言えることは、不適密な環境の

莞騒において、行為から覆境に目を請けるときに、

虐待の饗代靉靆承や生い立ちに馨題を帰し欄人の

麗題牲にのみ書展する書説に一定の歯建めをかけ

ることができよう。そして窺、教締、大人の催幾

な関係性のみならず大人投全一企業中心被会、学

歴至上主義祇会、消費一効率被会という範欝をも

購程に入れることが罵能になる。その意妹で、燵

待の藩籬牲をもつあらゆる背為を覆境として理解

していくために、A総鍵と騒雄翻e畿盤磁tをイン

テグレートする授点が浮かび上がってくる。

2．震待行為と露待環壌の麩購

　では、震待の機念を行為機念と礫境凝念とに区

麟したとき、おのずとその後の方法論的命題も変

化する。虐徳の定義の分類から分締する嚢祭描、　こ

こでの分類の纏1ま誰が誰への醐わむであるのかと

いう点とそれぞれの定義が生み題すもめが異なっ

ていくG

　（A．厚生省輻告携記入要項）鞭

「

…鋤

／21

　藤鎌鰯記入要雛おける分類　r
躰蝋鳩喋る黙ある磁命i
　　　　　　に危験のある暴行　　　　　　　　i
　　　　　　肇外傷としては警捜傷、あざ…
　　　　　　（触⑳、懸、頭麟傷、蘇
　　　　　　傷、火傷など。
　　　　　■生命拳こ危験のある暴蕎と嫁鋳を1
　　　　　　しめる、毒羅蒸しにする、濡れ1
　　　　　　させる・逆編賦する・異物
　　　　　　を飲まぜる・食事を与えない・1
　　　　　　餐房雛群鶴一室に騨
傑護の怠縷ないし捲否（ネグレクト）　　　　　i
　　　　　　衣食住や濤潔さについての健康i
　　　　　　毅態を獲なう敏置
　　　　　●健康状態を損なう敏謬とは栄養1

　　　　　　不良、麟紘不潔、怠縷態疵i
　　　　　　捲否1こよる瘡気覇〉発生など。　　　i
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降性麟暴行　瓢は織歌わ蘇護者による…
i　　　　　　　姓麟纂行　　　　　　　　　1
饗応蹴鶴麟な心勲蠣を与え焼割
！　　　　磁砺為　　　　…
　　　　　　　　喝融矯とは・艇騨塾i
…　　　　おびえ・う懲悪励つく劇
！　　　　　　　　うな無慇懃や無反徳、強い攻撃1
　　　　　　　　　姓、習癖異常など駐常生融こ麦i

i　　　働猷備擁継激て嗣　　　　　　　　　るもの。　　　　　　　　　　！

穆登校擁家への蹴渤　　　…
i（灘 Pこ蕎驚講惣、夢、轡レク㌧
　　　2．ε身棒的暴行」と鷺生的暴行」をまとめて…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1！　離籍霧鍵を讐㌔錨蜘浬
　　　　縫生的暴行」に分骨る。　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿」

（B　全蟹発童槽談駈における家庭内震待講蓋

　1こおける分類）籔

i露髄勝闘獺麟講藤棚分類
i　　　　　　　　　　（全露毘童穣談藪金　牽礒8年度実施〉

iど1講欝蒸ま藩聯繋季警難総
；て、身捧的、精神的及び姓的に危害を籐えたむ、遷1
：窮な探護や養育を言わないことで、原難として摂復、
I

I縷1続していること。

ii身㈱麟　　　　　　1…　　身鉢に傷を負わせたり、生命に難鞍のあるようI

i燕欝編〉（捧羅や縣欝のしつ州
　　鰹なぐる」ナる・騨軟を観耐て蠣をi
　　　させる．監禁する等
　2　不遜密な縁護ないし矩否
　　子どもの健康や発達に必要な衣食住の難語をし…

i難業織灘騰
iや�R轍　　蟹li
13性的震待

iと　や　　　　た触瓢
謬ぜ雛灘鍵奪る識ノビデ槻1
…4　心鍵的震待　　　　　　　　　　　　　　　1
　　始終葬難、矩否、無撹、脅遽、差霧などによりi
l　心身の発達に翼題を生じさせることまたはその糠i
…　れの大きい状慧

i鯵、こ懸濡新翻鋤訓こと1㍉
；　盗み蛎彊を擬する　　　！
：　　宗教を強麟する等
し
（C．雲際子ども虐待常任委員会

　皿｛蹴er登aも量e癩St蹴醸蓼C磯藏tteeQ簸

　　C賊虐A雛sa、鎗CCA）の要約｛…婁

A工互撹r農ξa組盃滋夢｝謬s量鍛翌鷲。董綴εe

i鱒8奪併1

A．2．睡tra毎鑓壷εし豊e擁董｛墨登曙鎗。も

A．3．至難元r農ぞ＆灘i墨墨＆i　sex建＆豊　農を）晟se

A、穫．至薦r＆ぞa猛幽bsye雛。ぎ豊eai／e騰t沁盤里

　　a擁s君

A．5．猛s畿携沁盤里勝濃総総も難e叢（麹設におけ

　　る不適窮な籔い〉

A．6、建x繊｛鐡墨i屈ex麺嬢毛玉。資Gξe賊鹸豊

　　（家族外の不適切な籔い）

　　纏1ポルノグラフィや売春、（もダ許どもの労齢

　　の搾取

A．7．Ot艶罫鍵e＆S搬W短慮｛Gr驚SO｛extra

　一盛驚塗寂至鐙aiもre3轍綴t撮縛譲艶幽盤

　（家厳外の不適鑓な搬いの型が生み畿すその

　勉の譲域）、薬物やアルコール敏存への誘発。

　マスメディアの麟激。子ども陶けの広告。

　その縫。

　食糧一編蕊による不逞漕饒餓。

　健康一叢養と患え轟食糧（母親の代講晶な

　　　　ど）、高慰すぎる薬品・医療み偏在。

　教育一不適合・不必要なコースと機会均等の

　　　　不足

　住居一適切な住宅の供給不足、昌麟の問題遊

　　　　び場の不建。

　収監一麟務羨の選毅不足・較監された親の子

　　　　どもに対“する髭1憲不足。

　紛争と戦争一殺人、普簸、絶望。

これらの定義の基礎（判籔基準の基礎）

轡行為そのものよ鯵もその嚢機に焦点をあてる

　こと。擁害欲求、罰の行き遜ぎや子どもの蹴

　絹、子どもの社会化、緊急予防などの愛蟻表

　現のためなのか。

／2／暴力全般への態度、声なき集腿としての予ど

　もたちへの態度を現実的に評定すること。

（31子どもにあたえた身体的、精神的結果の有害

　の度合い。

（D、響本総合愛育醗究鱗）

M盆墨treat獲e跳との縫係纒（緩表iに示す）鴨

①欝鼓未満の子どもに対する、

②おとな、あるいは背為の適否に聴する覇藪の

　可能な年齢の子ども（およそ蔦歳以上）による、
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＼＼、ン
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＼
ノ
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／
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○身棒編震待　（雛麹癖待を除いたあら掌る身捧への磨待）
（夢姦ysic＆｝呂を｝邊s｛｝〉

O鍍的震待①子どもへの性交、鐘的碁為の強要
（sex澱la魏s籍〉

　　　　　⑫・垂童舞をさわる

　　　　　③性器を子どもに露呈する
　　　　　紛趣の盤懿徳為を馨う纏持
　　　　　⑤売春やポルノ撮影などの響為

　　　　　　　一①不遜鰐な緑護｛養鳶や不注意による傷害

霧藩ll欝藩毳毳ll欝欝1
＼墾野錨欝アル．．ル鵬聡瞬繍蘇髄脳為麟
　　　　　　　⑦遺棄、遣い識し、家鐵の撰き取む矩否などの探護の敏棄、擾否
　　　　　　　⑧教誨的ネグレクト（長難の怠学、麓学に無§馨心）

。藩、騰臨．、

離郷1総総＿
③身俸的暴力、不当な緩い、瞬らかに不遜切な

　養蒼、事故跡丘への翫癒の欠麹、ことば1こよ

　る脅かし、性的膏為の強要などによって、

（参明らかに危険が二予想されたり、子どもが苦痛

　を受けたり、瞬らかな心身の幾題が生じてい

　るような状態e鱗

　以一L、羅っの定義とそこに付された事項を列記

したが、虐待行為による構纒と虐待覆境を含み込

んだ癒纒がある。それぞれの讐籔を遠べると、

　A　lよ注書きの表現からもわかるよう毒こ、梅理

的な暴力や搾驚馨こよる事実の認定に関わるものが

露待であり、その琶髄領域としてネグレクトない

し心遅的暴力が位置しており、これは発童穰談1舞

などでの記録（ケースレコード）や異議申し立て

手続きを想定している。とくに学校に鴛かせない

項§は遜報義務のある学絞や縫孫者の客観的な認

識にもとづく行為が主たる婦象になっている。

　次に至3は、家庭という密室でなされる薩多待行為

あるいは親や養育者という撫毒婦象の規程であるg

その上で、家縫の社会的文化的水準や衛生水準の

程獲：に観点がある。そのため、家麩への介入方法

1こ一定の壽聾擁が1動くことになる。

　Cは、東京の子ども虐待防塞センターや逓鋒三の

各地のセンター、協議会、醗究会の参考となって

いるものであるが、多くの場合、A、蓬、までの項目

が紹介・啓蒙されている。もともと家庭および家

経理境での鴛為であることが蒙提になっているた

めでもあるが、家庭と家庭外でみると、家縫外へ

の観点が「叢境涯という馨式にならないともいえ

ない。しかし、この欝CCAは轡馨的な繰摸で子ど

もの虐待問題の解決にとむくむため蟹際児童福禄

連合（茎鑑¢撒a毛織a蓑醸。鼓£orC賊δWむ至盤re、

欝（〕W〉に、欝2§隼以来事務轟を設置し、ユネス

コやユニセフと連携する翼POである点から後述

するヂ子どもの権利条約感とのつながむから礫境

への鍵解という点で示駿をもっている。性的搾取、

食糧、健康、住緩、紛争に藍んで教欝における不

適合性について誉蔑していることに着§できる。

　至）は圭1遽までとは異なり、圭5歳以上の奪齢によ

る虐待（きょうだいによるものから当面、鷲ミ定さ

れてはいるが）を講象とし、家庭内の震待から難

重織緩旛設内、学校丙（教締の生経へ、生経間）

を含みこむことになる。そのことによりいっそう

家庭という枠緩みや援跡職の関わり方の広がりを

欝擾とすることが可能になっている。この定義は、

と翰わけ9導年代以降の関係者の実務的感覚や地域

横藪的なネットワーク秘の申で必然的に鑑起した

ものであると想定できる乳

　以上のような分類方法は、おのずと問題解決蘇
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後の辮慈が異なってくる。その要霞は虐待をめぐ

る関係者の認識や縫合的な認知の歴受釣殿会的背

景によると考えられるが、基本的には纏者に麟す

る関わむ方の藻分に環境としての問題が浮かび上

がってくる。

　つまり、子ども露待は身繍的な傷害を麓えるこ

とや鶉裟的ないやがらぜとともに、遜燐なケアを与

えることを怠ったり、子どもへの愛構や受容を奪っ

てしまうことを意妹し、身鯵：的縷待と斐鑑的虐待、

情緒的縷待、ネグレク←などを指している。震待

についてステ濤タイプ的に行為の鯉解から遮ると、

行為の結果からその解決方法を立ちとがらぜるこ

とにな駄問題化の時点によって行為を評定する

ことになる。医療機麗での身体的な暴蕎の嬢1から

警察や晃童棺談瞬への遜馨を通して家庭での養育

賜題がはじめてあっかわれるσしかし、次のケー

スのように賜題イとを認定する醸葬こ起こった隅題の

解決蔀分から発見されることも少なくな疑。晃童

掘談翫のケースでは、虐待の事実は子どもの「深

夜撰1魑」や「葬鴛」を介して鑓遇に瞬吟替える場

合の方が多い。虐待の発見におよぶ経緯がこうし

た彫でしかなされない問題はあるが、子どもの家

串から子どもへの家庭での繧待が発見される場合

を鯵に鑽ると、そのケースは養父による虐待や実

舞への鳶邉から母子で家を鐵て身を隠し、離籍や

養父との養子縁緩解消まで話が鵠る串、実母の態

度が曖蘇にな馨夫の元へ蝿む、そこで母子縫係の

修復を纒るために養護施設へ麺置されることになっ

た。そのため、家轟による警察の保護、発童権談

訴での一時保護（子どもの保護〉から母子穏談や

女性センターでの一跨保護（母子の保護）、これ

らを経て施設入承という（子どもの再保護）とい

う経遍を遽っている畠こうしたケースは覇らかに

鵜題化の時点が子どもの養育環境になっているの

である。

　侮をもって露待というのか。とりわけ心礫的遽

待、構結約纏持、敏｛壬などについていかなる蓬蒙標

を持ち欝るのかは、この捲標を明確にする鰹の環

境という翼題紅ついて次のような額説を堤超しな

ければならない。

欝繋駕6弄二1

　それは、

　「不適切な纏わり」が生み鐵す礫境、と

　「不適切な擁わり」を生み申す環境、との差異

である。

　ともに権互的鐸驚があるものの、藩老は子ども

の人懸的尊厳を綬害するような強無毒力の蓄マ使とし

ての螺境であり、後者は虐待行為者の意纒に麗わ

らず結果として、力麗係を背景とした人権侵害と

しての礫境である。

　これらを「いじめ環境」からみると、後者のよ

うな覆境に帰する醗題解決、つまり子ども麗で子

どもが麹の子どもを保護するという発想の重要性

があげられる（自治のある環境〉。

　したがって、いじめ環境として子ども間の不適

窮な麗わりを生み出すものにこそが不適燐な礫境

といえるのではないだろうか。その点で、いじめ

問題についての克醸に難して「不適窮な麗わり」

という概念の有効童生がある。

3．虐徳礫饒と家族へのケア

　震待講究において礫境に嚢結する重要な撹点と

して家族へのケアの問題がある。

　震待へのケアを考えていく、しで、薪大人が嚢分

の要求を満たすために、子どもが霧の欲求を満た

す」という関係を先に遽べたが、欲求の充足つま

鯵「奮い訳涯（§己の正当髭）として、「自分の子

ども時代、こうして育てられた」「これぐらいの

新鑑は自分も受けたので、穀が子にしつけとして

与えることに聡題縁ない」という護憲が多い。一

方で「§分の行動が大人の魏待にあっているのか」

をさぐる子ども自身の姿がある。露分1こ悪いとこ

ろがあるから親が震待するのだと考えていないと

察分のよ移そうところを失ってしまう、そういっ

た恐ろしさからの状況がある。　しかしこうした背

景には、ギ手の掛からなかった子」ではなく大人

が「手をか謬なかった子」の存在がある。奮発ス

トレスや毒見疲労による子ども虐待の事舞醗究や

そこからの開題鎚起には子どもの成長を急ぐあま

り5まだおむつが取れないのか」というように発
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達に僻する欲求水準の轟さや抵体重罷（未熟難と

いう難語は綾絹しない）ゆえに保育雛にはい蓉母

子の擁靉靆縣が薄いこと、鐘害を持って生まれて

きたこと、腹違い、レイプなどの要露などがあげ

られてきた。

　子どもの霧待駒生センター（東京）の幸婆告で1ま、

逡待には軽度、中震：、重度というような分類が発

られるという。これは子どもの発達への影響の深

亥彗さによって区分される灘。

　しつけの域を越えているという縷待として、霧

奉では奪懸の電話帳談・通告がi万8千件にのぼ

ると替われる。その中で、8割が虐待者（母鰻）

からのもので、2割が第3者からのものである。

その建徳者の8割のうち、約至霧彗縁クライシスイ

ンタベンシ誰ンの必要性があるとまとめている。

本人が電謡をかけてくるのだから大丈夫ではない

かとの冤鰐もあるが、青髭不安で「こんなにつら

いことなのか、どうして私にここまでてこずらせ

るのか」と育てにくい子どもをもった幾という感

覚が存在する。こうしたいわば子どもへの怨むの

庚藤、うまく子どもを嘗てることができないとい

う鰻業への嘉信喪失や「自分1まどうしようもない

母緩だ。こんな羅親ではまわりに認められない」

というきまビめさがある。

　さて、重症度については概ね4つの段躇を想定

している。

　まず、野生命の危験あむ」では子どもの生命の

危険があ弩得る危撰するもので、特に身体的暴力

1こよって生命に危験のある外傷を受ける可能性の

ある場合とされる。親が「殺したい」と嚢総簿1霧1

が効かないことを誘えたり遍去に虐待歴があって

再発の可能性がある、貌幼発の醗水症や重度縷性

疾憲の敏覆などがこれにあたる。

　「重度虐待」は、すぐには生命の危険がないも

のの、現在、子どもの健康や成長や発達に重大な

影響を生み鐡しているかその可能性があるもので、

魑者の介入を必要とするもの。生存に必要な衣食

窪が与えられていな墾ことや鰻のサディスチック

な行為で鰻が楽しんでいるようなもの。

　「中護震待」とは入醗等を要しないが長難に子

どもへの人格形成に重い問題が亀娯されるもので、

地者が介入しないと轟然の経遍では改善が晃込ま

れないもの。虐待そのものは軽痩であっても、生

活覆境や脊発条韓が遜度に不良なために今後の虐

待が増す危険性鈴あるもの。多難題家簾、夫婦の

麗係が験悪で子どもに影響がでている。貌幼冤を

長時闘大人のいな蘇空懸においておくことなど。

　5軽度虐待」は、暴力などの蓬待があり、麗雛

の者が虐待と慰むている。一定の麟御があむ、一

時的なものであり、鰻への穣談を必要とするもの。

臨己麟露なく響いたあと、警己反省や嚢己報告を

おこなうものが多い。

　最後に、「露待の危撰あむ」は、暴力やネグレ

クト行為はなも・が、曝継てしまいそう、雛議した

くないなどの表精表現がある蝿。

　以上のことから虐待の覆境的擾点を撫し示す指

標は、つまむケアの特性は申懸者の介入の状溌に

あると見ることができる。そう籔擬づけることが

できるのはケアの特性のうち「ケアはチームを有

する」ことと、「ケアには中懸絶織が必要になるj

ことの実証になる。

　本来的に虐待行為とは、一時的であれ子どもを

醤議している人の騰与であることである。どの程

度の震待行為であるのか。舞えば謹毬響くとしっ

けだが欝穰深くと虐待になるという指檬はナンセ

ンスである肇また、「葬行碓裏には虐待があるあ

これは良識滅にとっても議簿力のある見解のよう

にみえる。なぜなら感得礫境ゆえに攻撃性の源と

して説購的見解としてはわか鯵やすいからである畠

しかしながらこれまでの社会貧露読と隅棟、重代

瞬速鐘・継承を編毒する蝿麺療法的なモデルを文

化として築くものになってしまいかねない。すな

わち、子どもの心身に傷をっけすこやかな波長と

発達を縷なう行為をすべて虐待と認識していく必

要がある。そこに環境という考え方の基盤が生ま

れてくる。

　実際、不遜切な入馨麗係を営んできた故に不適

窮な縫孫しか行動できないという見方戦あえて

大人がいやがることでしか大入1こ関われない子ど

もの存在、つまり6遣i綴髭磁量i4という考え方も
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ある。その中で、子どもとは親や養育者から愛護

されて纏やかな愛情を持って童話を受けることが

当たり羨となっている、つまむこれは子どもは鰻

の従羅彗勢であるという考え方の温存であることに

純ならな雛という問題ついて馨今蘇は必要であろう。

約」の存在をよりどころとしているといってよい。

養護施設や発童相談勝などの関係者に問題意識縁

一定あったものの、袿姿的な端癒が進んだのは子

どもの権秘条約の畿准・発効の影響が大きいと害

えよう。以ギ、ユネスコ訳より検討する。

4．「子どもの権瀦条約」にみる環境問題

　では逡待鋳藍を法的に横縫づける「子どもの権

舞条約」が環境にどうふれているか。まず、縷待

防止の嚢本における経緯について機観する。

　戦羨のこの法律は以下1こ示すように、安慰iな労

齢力としての子どもの籔いになっている。欝33年

の発童虐待防正法は、不混や凶馨などの絶鰐的な

的な貧麗と家父長的家族主義による子どもの私勃

化、私糎的我が子観により、遜露な労欝や嫁隷的

籔い、売春妻羅に売琴飛ぱしたり、縫第修行を名彙

とした葎季奉公など、まさしく親あるいは雇い主

らのこうした行為が権利があるかのように｛壼羅づ

けられていた。欧米でも子どもの安慰な労働力が

社会発展に寄与しているとさえ賞賛する状況にあっ

た。

　この法律から読みとれることは、発童虐待防蓮

法（茎933年3月3爆）：r晃童ヲ保護スベキ責任

アル考発童ヲ震待シ又ハ著シク其ノ監護ヲ怠1夕露

テ溺罰法令二触ルル眞アル場合轡として艶董の保

護1こあるべき者が講萩や「発童ノ監護」および養

育の委託を義務つけている。この条項は戦後i毅7

年麟定の箆童篠蟹法第箆条に覗き纒がれ、器条に

ある「保護者のない冤童又は保護者垂こ監護させる

ことが不適当であると認めるi尾童を発見した者轡

とある。なお、先の愛重縷待防翫法はその綴込に

「整童虐待防止法第七条に敏ル業務及行為ノ種類

指定ノ件」（購隼8月2馨〉、「縫施行二関スル件

敏頼遜繰」（瞬）、工場法（明治発襲年3月盤羅）

と鰐癒するところがら虐待の性格は難童の労鱒に

麗わる法令を第一義に尊重する結果となる。禁亜

事項は第34条に引き継がれたように人身売買や棄

i尾と蓬解されている。

　遍奪の虐待紡丘の縫題牝は、「子どもの権利条

　纂給桑（親による震待・救農・搾取等から

　　　　　の保護）

　重．纏約国は（講）親、法難i保護i者または

子どもの養畜をする者による子どもの養畜中

に、あらゆる影慧の身体的または精神的な暴

力、侵害または虐待、敏任または怠慢な取擾

い、性的震待を含む不当な皺皺いまたは搾取

から子どもを｛呆護するためにあらゆる遍垂当な

立法土、行政．L、社会上の搭護をとる。

　2．当該繰護捲置は、適当な場合には、子

どもおよび子どもの養育をする者に必要な覆

髄を与える社会誕懸の確立のため、ならびに、

その地の形態の予跡のため、上記の子どもの

不離な取籔いについての実擁の鞍告、報告、

黙会、講査、麺理および追跡講沓のため、お

よび適当な場合には司法的獲1与のための効果

的な手続を含む。

　この欝条について、「性的虐待を含む不当な取

籔いまたほ搾取から子どもを保護するために」と

いう藻分で、原案では「性的な霧待もしくは搾取

もしくは不遜な援い（sex膿量a馳seore聯io墨絵

鮭一〇豊Gぞ難＆魏rea毛驚難も〉」とあり、sex駿a至がε癒簸s

e以外にex韓。鈍我証。登善こも灘a魏re農t醗e盗も蓄こもか

かる表現であった。　しかし、現行疑定では

縣生漉農縫e畿ore躍。三宅aも融i聾。至徳鰭sex翻

3油seと修正された経緯がある縫。これは震待が

養生的な搾貰受の蔀分1こ員二重が置かれるのではなく、

その麹の鐘害や敏置、怠縷な取籔いと購　喫こ捲握

することによって誕来の認識を再纏するものになっ

ているといえる。しかも援跡を与える「被会計露」

の確立と虐待の畢難発見や鞍告、講査に司法機関

の手続きを明確1こすることによって、いっそう敏

置や怠糧への課題牲を際だたすことになった。



鈴木露裕：rいじめ藻境」へのケアに関する考察一r震待環境として醗恵め」の提点から一 報

　第鎗条（家庭環境を奪われた発童の養護）

　茎．一時的にもしくは麺常的に家庭覆境を

奪われた子ども、または子どもの最羨の灘益

に従えばその撮境にとどまることが容認され
え軸子どもは、馨はって与えら歓鰍i

な保護およ麟を受書膿鱒する・ x

しくは品位を傷つける取緩いもしくは璃罰の

犠牲になった子ども、あるいは、武力紛争の

犠讐になった子どもが身体的および心還的懇

復ならびに蛙会的復帰することを促進するた

めにあらゆる遜li当な措置をとる。当該贋復お

よび復帰は、子どもの健康、馨尊珪〉および尊

厳を畜くむ鐸境の申で鴛われる。

　この鶉条においては、「家庭礫境」について親

の監護がその表現にあてられていたが、盤無童y

e盤v重r（）登登総員盤こ経緯した。　この背景書こは親力ま華重罰

や行政的な借置によって子どもの養育ができない

場合・のみならず、子どもの養育環境を奪うさまざ

まな要露を含めて家庭の覆境灘奪の状態をとらえ

たためである。

　第談条（盤的搾取・虐待からの保護）

　纏約国はあらゆる形態の性的搾取および牲

的虐待から子どもを｛呆讒することを約束する。

これらの目的のため、締約璽慧、特に次のこ

とを防生するためのあらゆる適当な露内、二

麟幾および数錘彗懸の蓄碁置をとる。

　鱗何らかの不当な牲的行為に後事するよう

子どもを勧誘また毒ま強警要することe

　（麟売春または麺の不当な誰生的串テ為妾こ子ども

を搾簸蓮聲こ｛壷網すること。

　鱒ポルノ的な実演、または題馨紅子どもを

搾取的に梗矯すること。

　この鍵条は先に見たように、明治の甕童逡待紡

色法とそれを群き継いだ晃童麟鮭法め3蓬条と重な

る謬分がある。子どもを搾取する商業的消費的蕎

為を虐待の枠緩みの申に位置づけることによって、

消費文化に埋もれる子どもの人権、尊厳の保瞳に

大きく貢献することにつながる。

　「子どもの権秘条約墜では、子どもめ尊厳や警

尊心に言及している。第3§条のように麟復への環

境の内実にこれらを表明している。これは、「環

境」の驚藷法として震待環境にアンチ麗境を設定

していることから、子ども§身の内発的な感濤や

行動、エンパワーを覆境の搬擁とする裡点を持っ

ていることになる。

　また、鰻や養育者と子どもとの纒磯なケアのみ

ならず、舞えば母子ともどもの保護に関与する積

極盤を提超している。これを、いじめ撮境の霞題

にかかわって考えてみると、生後一鞍懸をともに

くくった保護という考え方毒こ大きく踏み申し織る

といえる。

　第39条（犠牲になった子どもの心身羅復と

　　　　　社会復帰）

　締約麟は、あらゆる形態の敏任、搾取また

は縫のあらゆる形態の残虐な、葬人道的なも

§．覆境への惹§からみた課題

　以上のことから、虐待をめぐる環境への着目が

示して疑ることは何であるのか。　3っの観点から

．整獺ずる。

　第董に、華かなる行為に虐待としての認識があ

蓼その程度がどうなっているのか。つまり、虐待

としての行為への認識のあり方が環境楚握に影響

を及ぼすと麸う点である。そこで、i鋳として晃

童縷談辮職員を蝿象にした「子どもの不適燐な麗

わむ紅素量する意識」（ビネッ卦心懸定事碗分調査〉

を見てみる艦

　まず。ギ記された行為を逡待や放置だと患いま

すか涯の翼輪で、残響待放羅の疑》がある」「窟待、

敷羅である誰をあわぜた睡答の割合の高い者から

叢び替えたものが籔表2である。上盤には生命の

匙機や外傷を伴うものが多く、ネグレクトと結び

つく心理的震待については「殺してやると包丁を



灘　福島大挙教奮学藻論集第騒号 至鱒8隼醒

突きつける」ような蕎為のみが上位に羅するだけ

になっている。心遅的に子どもに傷を付けると考

えられる子どもの語掛けを無規したり、太ってい

る子どもに軍気で鰻が「デブ藩というようなこと、

あるいは子どもの飲悪に鰻が何も言わないという

敏任は中盤から下位にわたっている。とりわけ罰

として子どもの大事にしているものを接ててしま

う得為はこのビネットの中ではもっとも下龍にあ

る。　この調査者はまた「霧海莫塞分の好みで嚢嚢に露

鐵獲：の高い脹を着せる」という歓米で毒ま典型的な

姓的虐待に蠕して意識が低いことを強讒している。

　瞬様に「麗童福醗の饗業機関に連絡や通告をす

る必要があると思いますか」の聞継に5たぶん必

要雌「必要」と痙答したものを見ると醤表3のよ

うになっている。爵表2と鐘べると上種と下位で

はおおかた重なっているが窺がパチンコをしてい

る懸乳幼児を車に数直したり、子どもを瞬いたら

あざができた、罰として夜中まで子どもを外に立

たせておいたりといったものがこの潤いでは大き

く減少している。また「罰として」という闘い1こ

は家庭でのしっけか震待かというところで通報へ

の抵統や迷いがあると見られると述べている。た

だし、この講査で子どもが精神的に不安定なのに

専門的な診臨や援騎を受けさせなかったり、とく

に貌幼蝿簸の養膏方法のおかしさ、親が話しかけ

（鐵表2）　　　　　　　　　　　蓉　　欝　　2§
　　　　　　　　許ξ轄こタバコの乗を饗しつサる
　　　　幾の健錦蒲建のた晦＝青身の性器をヂど重｝に毅らせる
子芒もiこ燈姓疾憲かあ年㍑痩曲に鐘嚢があるのに、病蕪に達駐一ごいかない

　　　　　　　　　・子ど曹難鰹を足で膜うヒげる
　　　「殺して掌る」と糞鎚蕉褒憶で叢丁を子とも毒こ笑き財羊ナる
　観が許どもの轡譜奮いや力樗、ミゴレクを峯える塑数郷軍題している

　　　　　　　霧が薦に醗うと。畢とらを瞬いている
　　　　　　罷とi．て、多どもを擾再三まで界に豊たせておく
　　　　鰻掴バチノコをしている鵜、貌幼観を毒に蔑してお（
　　　　　　　罰として、子どもの頭をつるつるに鯛る
　　親び銑濯をしないのでr子どもはいつも手簿生な藻妄着ている
　　　　　　　緩が予ど転を競い虻ち、あざが韻蝶仁
　　　　　　子ども融蹉し掛浮を一構錘寵して答えない
　｝どもが弊幾壱蒙に聯んで飲悪を圭．ているのにr無雑興も諜わない

　　　　　　　羅として、子どもに叢鞘総座さ疑る
　　　　　幾オ｛子ξもを聞いたが、けがやあざ置生七なか■・た
　　　　夜、許どもを醤かしつサてから、た蝿で遊びに塵か昇る
　　競の難語が遅いため。畢ともはいつも夕食を一友で禽へている
　　　　　競が慧春窮の異姓の畢どもと　一緒に綬鶏に入る
最一、　いる砕そ撒にしているチにr無が∫お羨縁い『

　　　　撰と毛てギ夢ともの友事亀こしていたお沓・辱やを捨てる

〔製表3）

　　　　　　　　多ど軽＝タバコ鈴兎を押しつ章る
　　　　　　　競が路歳末溝のチどもと穫交すろ
チど翰に蝶健羨婁があ妻入崖禽に亀験証あるの紅、癬競喜こ連れていかない

　　　「殺してやる」と真麺な無精で笹アを’志斡に美き糞ける

　　　　　　　競が轟に整うと、攣ぎもを導いている
　編章・｝ど｛ンの撰謡をいタが瓶ミr｝ケを与える襲撒が承足〔ている

　　幾が子＝どもを羅いた毒．匿番鵠よる治療が必要な侭藩が生ヒた

　　　窺が謹漿加サをしないので、野ど込の発達が遅れている
チどもが鞍鄭的にヌ＝錠建なのに、辱拝肯鎚｝な診断や書婁財を蔓呼謹せない

　　　　　　鰻錘、の議し擬静態切無撰して菩え潔い
　　　　　籔として。子ど郵を疲串まで餌に瓢たせておく
　　幾が飛躍をとないので一華ども纏いつも畢籍生な翻を着て匙・る

　　　　　　難として。子どもの蝶をつるつるに輌る
　　　　　　　窺古‘ヂどもを瞬いたら、毒ざが鑑寒た
　　　　窺寧バチ〆コを1ている羅。箕鶏麗を車に残してお｛
　　　　　　　璽と1てガ野と魯に蔓時翼壁座させる
　　　　蔑か許どもを瞬いたオ・。二嬬・やあさは生ヒな準一、た
　　　癒。許ともを寝かしつ謡てから、夫鋸で遊び1こ識か謬己
　　　　　窺が懇晋簿i沸異種の許どもと　三舞に敷暴に入る

をしないので子どもの発達が遅れているというビ

ネットに耕して関係機縫への通報を重擬していく

簸露里が見られる。これは社会的な専醗サービスか

らの介入の必要性や鍵来家庭養育の範躊と見られ

ていたものこそへの着醤が進んできているあらわ

れだといえる。この講査結果から読みとれること

は心運的な建徳やネグレクトに端する認識や家庭

のしっけと纏持との麟霧、そしてそれらへの公的

な介入の消極性である。

　このように虐待行為の媛定があいまいであるが

ために、雛境の蒋定が璽難になるのである。

　第2に、子どもへの不適燐な関わ瞬こ関するチー

ムワーク譲のあ鯵方である。緩麟、懸絶事務藤職

員・ケースワーカー、麗童掘談解職員、司法聡孫

者、学校・教麟、民生委曇などの機関・纒人の

チームワークの重要性はいうまでもないが、一方、

そのチームワークのあ参考に次のような意識此を

邉っている。あえて強請していうと、専罷職チー

ムワークや行政的管轄磯チームワークあるいは規

籟的な翼題解決型チームワークの問題点である。

小髭科医籔i弁髪二1氏は、「子｛巽の虐待と放置のケー

スは、専需家の方講づけ、調練、披講、実践方法の

異なる、多職種の人々が脇方して取鯵籔われる必

要がある欝という。また「医離婁ま、医学とは異なっ

た原還と仮議を基礎に行動し、忠告する專醗家た
鵠　　　鶉　　　臆　　　6毒　　　7麺　　　醗　　　瞬　　　購（輸

幹 欝　　　2§　　　3奪　　　4碁　　　5書　　　鑓　　　鴨　　　醗　　　騰　　　圭む毒（遡）
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ちの意莞や方講づけを尊重し、承認しなければな

りまぜん。多職種が強讒して繋癒することが、子

供の纏待への介入を威勢させるために欠かせませ

ん轡と逮べている。虐待や養育不全からくるネグ

レクトは複雑な醸醤から弓1き起こされた家族機能

不全のiっの徴鰻iであるという選i解から、しばし

ば縫孫するスタッフが権手家厳の緩している集毯

（貧鑛、爾鰻の有無、生育歴など）から鮭会的、文

化的、経済的に蘇遠であるようなとき、虐待家族

の縁為や感精を文化的に解殺してしまうことにが

ある。そのことによって、逆に鶴然の事故を虐待

と肇舞舞したり子どもの発奮不全をネグレクトと診

験したり、その家族の状滉を擬鵯的な§で冤てし

まうことがある。しかも、震徳を籔うときに子ど

もの鰻の構禅病理性に§が奪われることもあむ、

なんといっても子どもの疲状の重い軽いという尺

度で家庭環境の鷺題を払拭する見通しとはイコー

ルではな》ことがある。

　また、虐待のケースはそこに関わる人懸の冷静

な醤噺力や蕉常な驚動を時として嫁げてしまうほ

どの強烈な葎象や感精反応を麗係者に聡き起こす

ことがある。

　したがって、専鞘職によるチームワークのあ鯵

方が療露となって、課題克醸上の問題や見通しの

直線化が起こるという点につねに§憲的であらね

ばならない。

　そして第3に、子ども一義（大人）を一陣とし

た礎境揺握の必要性である。

　環境というとらえ方から見えものの一つに上達

したチームワーク論があるが、子ども虐待職題の

野医療嬉象化ゴは家族に麟する専賛家の介入によ

琴、家醸のとらえ方をその家篠§身1こおいて自己

麟壊させかねない。ここで礫境を論じることは多

様な専離家や轟事者醐の聡わりをしてはじめて介

入が成立することを鋳提とするが、家族や子ども

の生活轡界の保縫に支瞬をきたしたむ、自薦の家

厳豫や子ども書士会の喪失につながる点に留意しな

ければならない。つま蓼、保護をしてから介入す

るという醗点である。これはいじめ霞題へのアプ

欝一チとしても不可欠であるが、環境の閣題だか

らこそ磯境の変容を§鮨した生活圏の動海を不溝

欠な要素にして緩試する必要がある瓢

　虐待家庭への介入において憑人の8為や麺遇へ

の介入において関わるサービス機関の魑懸がその

介入の責任となる。しかし、子ども一観（大人）

を一体として見た場合、そこへの介入は覆境への

介入であり、いかなる責任で介入が認められるの

か。それは地域に責任を持つという点である。

　以、圭二、虐待醗究やネットワーク実践鐙環状を踏

まえて、次にいじめ覆境へのケアに絶する課題を

見ていくことにする。

璽．学校におけるrいじめ環尉へのケア

嘩．いじめと晃童灌待のもつ類稼牲と独衰牲

　これまでに搬ってきた文戴等いずれを見ても、

いじめ幾題と震待開題を瞬じステージで論じるこ

とは問題であるという見解である。こうした人権

獲害の行為にとって、家縫という子どもの逃げ場

のないことが麟礎となっている。そして、高度な

専門知識や技能の麟象であるかどうかという鵯藪

意識もある。やや、虐待は家庭、いじめは学校や

職場といういわばゲマインシャフトとゲゼルシ華

フトによる区分化もあるが、改めていうまでもな

く子1どもの成長発達に責任を持つというところで

は共通であむ、分離が隻まれているのは学校と家

庭との分離や鴛政辮感の縦審紛状態が塞質的な区

分化になっているからではないだろうか。その意

味で、学校での不適当な教育環境としてのいじめ

は震得であると再定義することができよう。

2．インケアとしての学被

　学校（あるいは広く教育の場ととらえると職場）

もケアという営みをもつ。学校の「温室」的機能

をいうにおよばず、学校は悪い環境から子どもを

離すという点で、そもそもインケアの空聞であり、

児童保護施設との機能的繕一性が認められるGそ

うすると学校における裾継的機能の回復と発展を
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構築する上で、ケアの講象としてのいじめ縫題に

ついていくつかの観点が現れくる。いじめ翼題に

切む込んでいくと、教麟の子ども虐待の問題、虐

待をめぐる学校と家庭、学校と地域、学校とケア

専醤職驚懸者・機縫との連撰について考えること

ができる。

　しかしながら、インケアとはある施設空麗によっ

て子どもを｛呆護することである。いま養護施設を

静聾こ取ると、施設に叡容（越遇）することから羅

幾やグループホーム（権互自立グループやピアカ

ゥンセ曝ングの空懸を含む）ヘヒューマンケアサー

ビスの転換が纒られはじめている。コミ江ニティ・

ベース・ケア（e臓驚澱轡甑s綴。鯉e）という

とらえ方への志海である雛。段躇講でや社会的要

請としてこうした学校のインケア化と学校のコミュ

ニティ・ケア化の講義性を闘うとき、まず学校の

基本的スタンスは次のようになる。

　第貰こ教晦の子ども虐待には直接的な暴カー体

罰以上に、子どもたちへのネグレクトが》っそう

深灘な状溌にある。授業についていけない子ども

や友だち関係においてトラブルを抱える子ども、

教舗、親、大人に意見表萌できないあるいはやり

たいけどどうしていいみかわからない、霞澄を表

饗する含薦や勇気がわかない。こうした状溌の放

置もネグレクトとして子どもへの不適切な大人の

鱒わむと認識するべきであろうαこの点について

はケアする立場による者の不適燐な間わりという

理1解から震待という観点を落とすこと毒まできず、

いじめは「ただの暴力や竣撃ではない」ε大人が

子どもを保護する」「子どもの藝寺代を保障する」

　（緩表鈴
　　　　　　　韓

　　　　採脅飛
　　薦職種傑健嬉
　　　　　癖醗
　　　藩緩事務藩
機　　　　　　学校
開　　　　　鎌錠羨
慕　　　難童糧談議

　　　　　警察
　　　　籔父無
1避童蒲製旛設（入婿〉

　　　　　隣人
　　罠雀愛薫委員
　　　　　襲薮
　　　　法務鑓
　蕪審麗通醗施設
　　　　蟻穫轡
　　　　診療所

　　　　人数
2　　　4　　　§　　　S　　播　　　i2　　擁　　　絡

茎§98垂範§鐸

という療i線的なつなが鯵だ毒ナでは見ることができ

ないことも確認する必要がある。

　第2には、子どもの家庭環境あるいは地域礫境

へのアドボカシーの醗題である。ここでは特に子

ども露待への学絞からの遜輯についてである。

　子ども虐待の通報をめぐる教麟の職務雛iについ

ては次に述べるが、現実に教麟が虐待の第i遜難

者になる場合が近奪増擁している。編木桑小発露

待防珪1ネットワークの諜1査によれば聾、最擁に虐

待を疑った機魏として麟表違の結果が鐵た。この

護棄（舞§6隼）は槻木寮内の鱗64〉施設（諸嬢談

瞬、繋甫霧粒の擾擾・深健機麗、保鰍・雛園、

病醗・診療瞬〉を麟象としているため最擁に虐待

を疑った機関での学校という鍵置はそこからの通

報や帽談であり異体的な経緯1こついては不明確で

あるが、パーセンテージにすると欝％になるe馨

常子どもの送む遼えなどで鰻と保濤者が出合う機

会の多い保育勝での発見が鰺驚、南緯梶の保健難

（貌幼晃縷診などを含む）によるものが鴛％、病

醗欝％、纏縫事務駈が欝％と、学校のもつ役割は

淡して少なくない。

　まだまだこうした件数豊こは潜姦盗iを帯びている

ことは関係者の中では周翅であるが、今後スター

ルポ撃ス的ではない学校の端紅をふまえた上で、

鰐慈がプ欝グラム化されねばならない。

　ではその場合の学校の発売について、虐待跡藍

マニュアルからその特鍛を見てみる。

　瑳荏、虐待防建マニュアルとして箆較的一定の

棒裁を整えた擁澤正義監修によるζ子ども震待一

その発箆と祷簸薄徳野1こよれば学校のρ鱗鞘薄

応フ實一チ章一ト」を下纒（鑓表5）のように示

している。

　このフβ一チャートと髭較する圭二で、保育藪幼

稚園のものを以下に示す（纒褒6）。

　この比較から発ても明らかなように、学校のス

タッフ綴の連携の影に、学校内のヒエラノレヒーが

大きく反験している。発見者の自己覇藪や自己決

定、職嵯の端慈にたいする外藩とのパイプが希薄

なため、内i繋契茎鍵的な綴織簿1舞｛乍購ヌ弊霧漿奮に珪1る

危験姓がある。その点、保管園や幼稚園は轟常的
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（霧裏5）　鞍類薄慈のフローチ蘭一ト

震待では

⑭

掌紋長に癒談

　　　　　構鞭襲葉（33～3藁蓑）

匝塗　↓
　教官癩談鋳・蓬僚機縫・

　　　　発奮穰談藤こ連絡・権談

♂掌校長から晃薫灘談藪

に通軸鎖談
必要があれば
　　　家庭訪露

な保護者とのフェイスーッウーフェイスのスタイ

ノレや職場頬1摸、管至聖者の意識1こ褻！験されている。

これは貌幼発鱗の子どもの発達・成長への考癒と

晃童鞘愚春簸でのそれへの麗癒の違いがあるもの

の、そうしたことを髭当化する職饗の「すくみ」

の離分に養§すべき事構が多くある。

3．教轟の職務牲

発棄権談醗、教鷺懇談機溌、緩僚機雛

　　　　　　への受診を家族に勧める

麗孫者での議議・後罰分握

発童糧談翫および縫係機騰との窟難的連総

（鑓裁〉　撫鰍赫のフ纏一チゼト

外傷の跡がある場合、璽蓬へ櫨談します。
擁麹養女蓮痔のスタッフを緩みます（藝霧長、主緩、

握涯ほか必要に感じて）

ケース内容硲経緯と方講づ謬の籏鰻を集め確
認をします。

｛呆護煮と瞬孫のよい人が藻1接に轟たり、議を

十分に饑きます。

酸善への獲麟と織力を約束する姿勢を示しま
す。

嬉談できる難機縫を紹介します。

晃童構談藤、鐸｛建騰（峯呆1建センター）などの

霧力｛奉簿1をつくむます。

ネグシクトのケースは、録健媛との臨内挿1麹
の… ｿでの保膏薄乳幼稚穰の瞬範｛1こよむかなむ

の難業を翼辮寺できます。

　上達の課題み申で、大人にとって遜鞍が義務づ

けられている。その法的根麗は晃童福蟹法第25条

（要保護髭童発見者の通告義務〉にある。

　「保護者のいな墾児童又轄：保護者ξこ監護させる

ことが不適当であると認められる発童を発見した

者は、これを機緩事務翫又は発董糧談瞬に通告し

なけれ繕fならな匙、　（以下欝各）」。

　文藤からもわかるように、こめ還皆を怠ったか

らといって罰則幾定はない。

　しかし、この認分への取鯵緩み方としてカナダ

の晃童家庭支援センターの実践を鱗に挙げて考察

する難。これは晃童家族サービス法に敏って、以

下の者は奪囲職として報告の義務を負うことを明

記したものである。

・医晦・看護嬉（士）、函科医、薬都踊、臨珠

心鍵士を含むヘルス・ケア奪蹄職

・教麟及び学校長

・ソーシャルワーカーおよびファミ1ナ一方ウン

　セラー

・牧麟、ユダヤ教のうど、縫茎の宗教の聖職者

・保鳶者、保蕎露の管鑓者

・ユース・ワーカーやレク1タエーション・ワー

　カー（ボランティアは含まない）

・警官、保安官、撲死窟

・弁護士

・サービス礎盤煮とその雇霧者

・子どもに関する専絹織あるいは公的な職業1こ

　あるいかなる者

なお、意ンタ1タオではこうした専轡職が疑わし
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いものについて報隻を怠った場合、欝毒轡カナダド

ル以圭二の罰金が課せられることを付言している。

一方8庫の場合、「農事不介入」の司法蕎政の発

想が強いこと、各機関が業績づくむのために通告

件数を増やすことによる弊害、選告義務を怠った

と評懸されることを恐れた行動から盤三まれる当事

者とのトラブノレなど、織して才爵極謬歪な女重葬暮寿ますく

なくない。

　その際重要なのはこのシステムにお継て瞬らか

に学校教轟には遜告義務者として専罷職という位

記づけがある。先の泌表5に示したようにように、

懸本の場合、虐待の発見一通告のプ聾セスに発見

者愚人の責任よむ学校紛織の肇麟が優死する。受

躍機関への塗し立てや権談も騒々の学校の責任者

（校長）を介し、瞬時にその購の状溌について欠

落している。これはこうしたマニュアルの鐸成者

に教湾麗係者の介在が乏しいことにもよるが、綴

本的にはおとなとしての発見通告義務の論運が絞

宣していないことによる。

　隅様にいじめの発見についても、「子どものこ

とには首を突っ込まない」という考え方は、教縣

の響醗職姓と責任の隣在との関係であむ、これら

を権利問題の籔う教麟の奪鍔職牲を改めて構造化

する必要がある。

4．灘ミュニティー・ヒューマンサービスとし

　　てみ学校

　しかしながら、学校が通告義務を現状追認的に

発動することへ危撰せざるを露ない鰹懸もある。

しつけに講ずる学校を通じた公的介入のアンバラ

ンスに看遍できない潮懸が生じてくるためである。

しかも、いじめ開題が霧や子ども§身の生育歴に

起霞するような発解を全面に押し鐵す結果となる。

ゆえに学校関係者の家庭介入に足がすくむのは、

学綴集懇の握任という職務性もあるが、学校は補

窮発見と購時に娃会的§立へみ欝きかけという治

療教育的灘癒をもっことへの専霧磁性があるため

であるG

　したがって、家庭への介入が地域教育の責任で

ig98葎6擁

おこなうものという発想が重要になる篤子ども

の患いをありのままに受け取り、子どもの権利を

擁護、代弁する機能をコミュニティから導いてく

ること、これ1ま在宅i尾童ケアサーどスーインケア

としての学校の機能としていくことにもなる。つ

まり、インケアの羅題点をコミュニティーケアの

視点から解明していくプ饗セスが離われていると

いってよい礼

膵．小括一いじめ褒境の寛鰻

藩．いじめ問題の「社会縫懸姥3

　これまで遽べてきたように、いじめ遜題を虐待

環境の克懇、予紡、畢類発見、窮麹端緒などから

子どもたちへのケアをつかんでいくと、克醸の筋

道のみならず「いじめ覆境」への実践的指標を発

見できる。いじめを生み堕すあるいはいごめ菟駿

の燐む縫という擁点からは、子どもへの「不適窮

な関わり」から生まれてくる礫塊をあらゆる面で

験討麟象とすることが浮かび上がってくる。そし

て、教懸・大人のr不遜窮な間わり」としてのネ

グレクトによる子どもたちの状態が生み怨す「い

じけ環境」の存在を改めて握起できるG

　その上で、ケアヘの擁点を深める要遜について

幾点かをi論じる。

　そのiつがいじめや虐待の「縫会問題化」にか

かわる現実への提起である。

　ここでとりあげた「環境」という意味には、こ

の霧題が縫合翼題乾していることを董つの麟提に

しているが、この娃会問題になるということは縫

合全体で開題解決するという方陶嫉での広い範霞

の人聞の合意があるということを含む必要がある。

つまり「社会問題牝」としてある事象を問題とと

らえられるにはそのことを生み申している背景が

あることを鶴舞に承し追求素樽とする。このよう

にとらえると・「縫合開題になっている」という

考え方はただある事麺を藁べ立てるだけものでは

ない。救済しうる者を公的な活動を通じて救済し

ていくこと、そしてそれがコミュニティの社会的
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責任になっていることを明確にする綴念であると

いえる。いじめ問題が本当に娃会問題になってい

るのかという点で、縫孫者（機関〉機藪的で地域

横筋的そして轡代横藪的な取鯵総みへの着目その

ものが急がれる。その鰹、いじめ開題については

ネグレクトの部分への響常的な養醤が重要になる。

2．いじめ礫境へのケア

　また、いじめをしてしまうかもしれない纒々人

と纒人一隻毯の購緩（醗縛）から一緒に離れてい

く子ども紳闘や教鯵・大人の存在を至つのシステ

ム（露治的集懸の再編）として考えていく上で、

いじめへの褥類繋繕などのフ貸一チャートづくり

やその流れのプ霞セスを実践的に瞬らかにする方

法論が生まれる。その鋳、いじめ跡壷においてそ

れに撰わる奪糀家や大入も簡題克舞蓑に鰹して大き

な環境であり、環境として専講家・大人もその責

任を免れない要轡であることの解暴織こもつながる。

とくに子どもたちの学校や家縫での「安全」を保

離した後（保護した後）のケアについての課題は

残る。

3、いじめ環境の分類（試案〉

身体的螺境一暴力、攻撃による身体的異変、験

　　　　　　診歴の不明磯さ、隼齢発達段躇の

　　　　　　無撹

接触的環境一身体的題離感への介入、性的搾取

　　　　　　（ジェンダーを含む）

女言語的環境一無視、会議の欠麹・未成窯

精結約環境一孫立感、無力感、

敏置環境一学習上の敏置、蟹・葬社会的行嚢

　　　　　　の放置、一貫的援勧・指導の欠麺

纒織覆境一関孫機関との不連霧、綴織防衛、

　　　　　　保護者との連携欠麹、スタッフ謡

　　　　　　の合意不成立

養育交接礫境一子育ての不協霧

斜度整簾環境一翼議申立機弱の欠如ないし不明

　　　　　　確さ、連携機関の不足、諸手続き

　　　　　　の未燧難

援勤者環境一主観的解萩、抱え込み、自己鞍懸・

　　　　　　自己潰走権の希薄さ

4．懸人・家躾のプライバシー問題

　纒人糞や家庭への介入（インターペンション〉

についてその責任の漸姦はその地域にあることを

いかに合意形成していくのかという総懸があるQ

コミュニティケアとしてのいじめ克譲という問題

設定において、地域における子育ての縫会化とそ

の地域での薪在宅箆蓮福縫」の理念をいかに結合

していくのか。両者のズレに気づき、教育と藩鮭

をつなぐ教麟硲奪需性と、そのズ｝／に鑛濁で検討

を灘える保護者との連騰をいかに築いていくのか

が今後いっそう翼われてくる礼これは当事者憑

人ないし家庭のプライバシーと子どもの権孝彗・盤三

余の保護との麟係という次元からも追求する必要

がある。　　　　　　　（董§認葎4月鎗8受建）
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　心理的アプローチ（CAPテキストブック晦欝〉、

　子ども4）建待防比センター鴛97、夢蓑．一麟3．

織　藤澤　哲：子どもの虐待一子どもと家族への



灘　姦島大学教毒学部論樂第襲号

　治療的アプ欝一チ、誠猛書房、婚§4葎、

　登．L夢、3

／71子ども震待に絶するケンプの鞍魯もレントゲ

　ンの発達に髄伸した医学からのメッセージであ

　る点を箆ると、いじめの発見もマスコミや教育

　改革などの政治的な動きだけでなく、子どもの

　権翻条約の法的理念に止まらない見誉がいる。

麟　上野趨代子1発童虐待の社会学、機翼懇懇雛、

　茎弱§隼参黙

麟　D、舞、ぎ。難s辮（鈴本敦子勉訳〉＝発童虐待紡

　止ハンドブック、緩学書院、夢．蟹（更擁δer縫雛

　齢霧。嬉至δA擁se，2泌建艦癖，M劔蕪i漉

　Press，i§87）

錨　厚生省児童家庭羅企懸課監修子ども逡待紡窪

　の手弓1き編集委農会編：子ども縷待跡生の手暇

　き、欝97夢．58

1建　蕊蝿、費．59

縫欝　子どもの震待鞍壷センター：幸嚢告書i§§5奪義援、

　夢．鴛を参蕪

騰萄本総合愛育醗究蘇1おとなの子どもへの不

　適切な関わ畷C睡δ盤a至t艶艶鶏纐t）、欝§6書、5

麟謝誉、夢．3§

縫欝　虐待防圭とネットワーク章機関の動両方）ら、虐

　待防疫についてのマニュアル海成や馨常の活動

　とケアの位置づけをめぐって選集全羅釣籠活動

　を震絶するセンターや機嚢難の動講から見てみる。

　摩盤雀羅童家羅i騒では、ケースマネージメント

　事業として欝§7奪に全蟹で髭海道、霧氷、神奈

　絹、愛知、大籔、出嚢、書癖、載九州糞の8つ

　の発童権談癖が実施した。オウム真躍教の子ど

　もへの縷待事緯を契機紅子どもの権韓擁護サー

　ビスシステムの整備が鶏待されるところとなつ

　た。購時に施設ケア機念の変容が冤重機鮭法の

　酸産や児童家庭サーどス事業の推進によりはじ

　まったといえるが、行政旛策藏での整備が未整

　騰であることから、民纈ベースの活嚢が先蕎す

　る地域と官製ベースが先締する地域によって是

　なみはそろっていないのが現状である。

麟　子どもの虐待防止センター：i譲｛善書、嬉93隼、

　β．3墨

騰8無韻

瞬諜』驚鳩1、ll

麩麹柚i麟繋羅1総1鋸
　　　　　　　　　　　　　　一

（纒表一権談者無言1に見た重症慶〉

卜十十　一

　　人（％〉

起一｛

幽艶海il塾脚舞塗剣

瞬破瞬鋸極臨i（1塵塾）i

…翻勇…32卜li8…茎3縁13罎i（茎遊里凹L型（尊琶藝糎麟．（廻

（至？｝　（重症度の準ll定基準よ鯵〉

　　重症度を左右するものとして取下のことがあ

　げられる。子どもが病弱であること。よく泣く。

　手がかかるGきょうだいと痒齢が接近している。

　きょうだいに瞳害がある。鳶冤無識み不定。夫

　の蓬解がない。近隣つきあいがうまくできない。

　神経質な霧島稀矯できる縫会資源がない、など。

　（子どもの震待防詮センター：報告書茎鱒5奪蔽、

　資、讐一夢．鴨を参黙）

灘　A、ミラー：擁の殺人、新曜鮭、欝83年、お

　よび：沈黙の壁を賛ち砕く、薪曜社、緯襲奪を

　参照

／舞1晃童福雛法講究会編：難童巖観法成立資料集

　成（、L〉、　ドメス廷蓬飯豊§78隼、夢、2i2嘆｝．2至3

齢　離揚、β．磁§

麟蕊箱書1おとなの子どもへの不適窮な関わり、

　夢、総

懸灘勧．3i

縣　壌井聖二：子供の震待と敏置一拳発科医の役

　割、子どもの虐待防翫センター（CAテキスト

　ブック晦3〉、登、鮭

麟　　壽奪掲、　茎）．i8還｝．董§

懸　今8の欝本1における晃童福援から箆童蒙縫編

　鮭の動嚢の申で、晃童保護における環境とケア

　の縫置についてイギ1タス発董法を手がかりに検

　討する必要がある。

醗　轟嬌重宏：ウェルフェアからウェルビーイン

　グヘ、属島書癖、i§襲、夢．89。



鐙水霧総』いεめ覆境」へのケアに絶する考察　　「震待螺境としてのい慰め盛の覆点から一 さ7

醗　極｝水渠ノ罫華言莚書待防圭とネットワーク：餐撞木桑ノ罫

　発露待実態講査鞍告書、謄総年、夢．聲

鱒　擁澤藍義監鰺：子ども虐待一その発見と擁購

　麟癒（財鑓法人母子衛生覇究会）、欝97隼、

　夢．78一夢、総

欝　オ’ンタ移オの1繕童建待の取り績みξこついて、

　C振至δe盤s　A羅Socl蕊y：CAS（嚢本での発童

　癩談薄暑こ梅当）によればig92年度慧2553件の虐

　待報告があったという。カナダでは欝82年ごろ

　性的繧待が嫉会的にク欝一ズアップされ、欝84

　奪にそれまでの発童轟羅法を改正して葬子ども

　家羅サーどス法」（C難灘a擁Fa漉iy　Se貸主ees

　Act）とした。その特鍛は、子どもや家纏の人

　権侵害を守るために、（〕ASを経由して裁肇1勝が

　最終鵯藪を下すシステムを築いていること。C

　ASは通報後5騒以内に州裁魑漸に報告し、子

　どもの麺遇のあり方や霧権選奪ないし幾権一時

　停藍の判薮を簿ぐこと。不孝婁こなりがちな子ど

　もの弁護士料の公費建や裁覇瞬以外の子どもの

　人権を守る代弁擁護機麗の設置について定めて

　いる。

麟　　「キ一匹パーソン」の重要性を論じるときに、

　地域の誰もが共羅主捧であるという窺点が重要

　になる。

馨群　　Pet母r　｝毫＆簸（量a盤：A　　C（二〉MMU醤至TY　　APPR（）

　AC蕪丁OBULLY玉無G，？re登犠膿Boo齢，夢．7？一

　登．欝4

懸　学校の家族空義幾判や家父長的構造の問題捲

　撫の申でこれまであまり旛撫されなかったこと

　として今後、娃会的我が子観や子どものネグレ

　クト意識からの追求が必要になる。

　＜参考文献＞

　なお、本論においての参考文絃は裁下の遍鯵で

あるG

・地懇繊手：箆童虐待の病遅と臨籏、金懸鐵販、

　澹75奪

・斉藤学纏：麗童虐待（亀機介入霧）、金靉靆叛、

　董9纒奪

・浅井春夫（編〉』子どもの虐待シンド難一ムー

養護施設から“本の現状が見える、癬友縫

・距童虐待跡慮麟度醗究会（編〉：子どもの慈童待

紡鹿一最羨線からの鞍告、朱鷺書携、欝§3年

・輿出眞紀子飽編：子ども繕待紡生マニュアル、

　ひとなる書1考、鰺97葺三

・ジル・ウィルソン（穣醤京子訳）1子どもの震

待をなくすため1こ、東信堂、欝鱒奪

・難中哲夫勉編：子どもの轡界と擁雄、ミネルヴ

　ァ書霧、茎鱒6隼

・スト欝一ス、M、A麹1闘ざされた擁のかげで

一家族懸の愛と暴力、欝鍵、紙曜社

・由本秘郎：コミュニティー心理学。桑京大単語

版会、i鰭6

・晃童養護醗究会編：養護施設と子どもたち、朱

鷺書落、欝艇庫

・単勝真人編1施設でくらす子どもたち、瞬石書

唐、i鱒7年

・聾麺章二：盤童虐待の家族と縫会、ミネルヴァ

書募、謄§8隼

・女性ライフサイクル醗究断編：子ども虐待の防

建方を育てる、京擁・法政撚版、欝9？

・森懸ゆり纏：ノーといえる子どもに、童謡館鐡

版、i鱒5奪

・東京翻福鮭局子ども家庭藻謙遜課編：子どもの

虐待防寵マニュアル、欝§5年、β．38

・大阪府艶豊繧待婦策検討会議：破震特発童の早

難発見と援麟のためのマニュアル、ig鱒年

・懸本総合愛奢緋究所子ども家庭サーどス教育・

瞬究ネットワーク鑛：子ども家庭施策の勧露

　（辱彗舞舞「発達」2i）、　ミネノレヴァ書影蓼、i§§6

　（轡　記）

　承醗究は文藻省科学醗究費補劾金による醗究課

題「いじめの短麩と捲導に絶する鵜発的・実践的

砺究（醗究種露：基盤醗究麟課題番号鯨餐韓鴨）

の一環であるむ
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